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 ナイジェリアよりも早くガーナでは sawah技術が採用されてきた実績があり、10年間以上前に sawah技
術が採用された集水域で、過去１０年間の農耕地土壌の肥沃度変化を調べた結果、伝統的な稲作地お
よびカカオ畑では全炭素、全窒素が30-40%減少したにもかかわらず、sawah技術採用区画では休閑地と
同様に全炭素、全窒素レベル、可給態リン酸レベルが維持されていた。この事は、sawah 技術の採用に
より土壌肥沃度が維持され、この地域の持続的なコメ生産に寄与することを示唆していた。 
 
 以上のように本研究は、西アフリカのナイジェリアとガーナにおける、sawah技術の関わる社会
システムや技術的要因を明らかにすると共に、sawah技術が導入される低地の土壌特性・肥沃度の評価
および技術導入の効果について考察を行い、今後の西アフリカ地域における sawah 技術普及に関
わる重要な知見と示唆与える内容であり、学位論文として十分な価値を有するものと判定した。 
 
 
